
                                                        平成１６年１１月２４日

                                                      富士生命保険株式会社           

平平平平成成成成１１１１６６６６年年年年度度度度上上上上半半半半期期期期報報報報告告告告ににににつつつついいいいてててて

　富士生命保険株式会社（社長  川島 晋）の平成１６年度上半期（平成１６年４月１日

～平成１６年９月３０日）の業績は添付のとおりです。

＜＜＜＜目目目目　　　　次＞次＞次＞次＞

１．主要業績         　　　　　　　　　　　　　　　　　　……  １頁

２．平成１６年度上半期の一般勘定資産の運用状況 　　　　　……  ２頁

３．資産運用の実績（一般勘定） 　　　　　　　　　　　　　……  ３頁

４．上半期報告貸借対照表     　　　　　　　　　　　　　　……  ８頁

５．上半期報告損益計算書     　　　　　　　　　　　　　　……  ９頁

６．経常利益等の明細（基礎利益）         　　　　　　　　……１２頁

７．債務者区分による債権の状況         　　　　　　　　　……１３頁

８．リスク管理債権の状況       　　　　　　　　　　　　　……１３頁

９．ソルベンシー・マージン比率       　　　　　　　　　　……１４頁

１０．特別勘定の状況       　　　　　　　　　　　　　　　……１５頁

                                                                 以　上

       （注）金額は記載単位未満を切り捨て、諸比率は四捨五入により表示しております。

 本件に関するお問い合わせは

 富士生命　総務財務部（大阪）松永・小川  TTTTelelelel    00006666-6-6-6-6261261261261----0000282828284444   FFFFaaaaxxxx    00006666-6-6-6-6222266661111-0-0-0-0111111113333



-  1  -

　　富士生命保険株式会社

１１１１．．．．    主主主主要要要要業業業業績績績績

（１） 保有契約高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千件、億円、％）

平成１５年度上半期末 平成１６年度上半期末 平成１５年度末

件  数 件  数  金  額区　　分 金  額

前年同期比 前年同期比

件  数 金  額

個 人 保 険 142 11,997 151 106.2 12,548 104.6 146 12,262

個人年金保険 3 159 3 99.6 158 99.4 3 160

団 体 保 険 － 1,978 － － 2,016 102.0 － 2,008

団体年金保険 － － － － － － － －

（注）個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約
の責任準備金を合計したものです。

　　　　　

（２） 新契約高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千件、億円）

平成１５年度上半期 平成１６年度上半期 平成１５年度

件 数
新契約＋
転換によ
る純増加 新契約 転換によ

る純増加
件 数

新契約＋
転換によ
る純増加 新契約 転換によ

る純増加
件 数

新契約＋
転換によ
る純増加 新契約 転換によ

る純増加

個 人 保 険 12 1,072 1,072 － 12 1,002 1,002 － 26 2,095 2,095 －

個人年金保険 0 4 4 － 0 4 4 － 0 11 11 －

団 体 保 険 － 119 119 － 78 78 － 178 178

団体年金保険 － － － － － － － － －

       （注）１．件数は、新契約に転換後契約を加えた数値です。 
           ２．新契約・転換による純増加の個人年金保険の金額は年金支払開始時における年金原資です。

（３） 主要収支項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円，％）

平成１６年度上半期区　　分 平成１５年度上半期

前年同期比

平成１５年度

保険料等収入 14,021 15,319 109.3 28,542

資産運用収益 713 737 103.3 1,380

保険金等支払金 4,408 4,778 108.4 8,974

資産運用費用 24 12 51.4 28

（４） 総資産　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円，％）

平成１６年度上半期末区　　分 平成１５年度上半期末

前年同期比

平成１５年度末

総 資 産 76,471 92,230 120.6 84,635
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２２２２．．．．平平平平成成成成１１１１６６６６年年年年度度度度上上上上半半半半期期期期のののの一一一一般般般般勘勘勘勘定定定定資資資資産産産産のののの運運運運用用用用状状状状況況況況

（１） 運用環境

  平成16年度上半期の日本経済は、輸出や鉱工業生産の増加を背景に企業収益が改善し、景気は緩やかな回復

を続けました。

  国内長期金利は期初から10年物国債利回りで1.5%前後で推移した後、6月下旬にかけて経済の回復を背景とし

た金利先高感などから一時1.94%まで上昇しましたが、8月に入ると原油価格の高騰などから景気回復に対する慎

重な見方が強まり、金利先高感が後退したことを受けて長期金利は低下に転じ、期末は1.44%となりました。

  株式相場は4月は景気回復期待を背景に日経平均株価が12,000円を回復するなど堅調に推移しましたが、5月に

入ると米国金利の先高観の高まりなどを背景とした利益確定売りが嵩み、10,489円84銭まで下落しました。6月

下旬にかけては景気回復期待を背景に一旦は上昇したものの、その後は日経平均株価は11,000円をはさんで軟調

に推移し、期末は10,823円57銭となりました。

（２） 運用方針

  当社は生保事業の社会性および保険商品（負債）の特性を考慮し、安全性を優先して長期的・安定的に収益確

保を図ることを基本方針に資産運用を行なうとともに、ＡＬＭ管理体制の充実を図り、リスク管理の強化に努め

ております。

  このため、債券につきましては、信用リスク軽減のため格付けの高い国内の公社債を中心としてポートフォリ

オに組入れております。

  株式の新規投資につきましては、金銭の信託での運用を含め、リスク許容度の範囲を定めて、優良株・成長株

を中心に運用を行なっております。

  また、保険約款貸付金以外の融資および不動産投資につきましては、引き続き運用を見合わせております。

       

（３） 運用実績の概況

  平成16年度上半期末の総資産は、前期末比7,595百万円増加し92,230百万円となりました。

  上記運用方針に沿って、増加資産の大半を国内の長期債券を中心に運用した結果、資産運用関係収益は737百

万円、資産運用関係費用は12百万円となりました。

  上半期末の主な資産構成は、国内公社債が77,628百万円（84.2％）、株式が4,234百万円（4.6％）、現預金・

コールローンが3,697百万円（4.0％）となりました。
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３３３３．．．．資資資資産産産産運運運運用用用用のののの実実実実績績績績（（（（一一一一般般般般勘勘勘勘定定定定））））

（１） 資産の構成　　　　　
                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　（単位：百万円，％）

平成１５年度上半期末 平成１６年度上半期末    平成１５年度末
区　　　分

金　額 占　率 金　額 占　率 金　額 占　率
現 預 金 ･ ｺ - ﾙ ﾛ - ﾝ 3,995 5.2 3,697 4.0 4,850 5.7
買 現 先 勘 定 ― ― ― ― ― ―
債券貸借取引支払保証金 ― ― ― ― ― ―
買 入 金 銭 債 権 ― ― ― ― ― ―
商 品 有 価 証 券 ― ― ― ― ― ―
金 銭 の 信 託 498 0.7 491 0.5 ― ―
有 価 証 券 66,962 87.6 81,862 88.8 74,120 87.6
公 社 債 62,729 82.0 77,628 84.2 69,433 82.0
株 　 式 4,233 5.5 4,234 4.6 4,686 5.5
外 国 証 券 ― ― ― ― ― ―
公 社 債 ― ― ― ― ― ―
株 式 等 ― ― ― ― ― ―

そ の 他 の 証 券 ― ― ― ― ― ―
貸 付 金 2,464 3.2 3,272 3.5 2,917 3.4
不 動 産 3 0.0 2 0.0 2 0.0
繰 延 税 金 資 産 ― ― ― ― ― ―
そ の 他 2,547 3.3 2,906 3.2 2,745 3.2
貸 倒 引 当 金 ▲0 ▲0.0 ▲1 ▲0.0 ▲1 ▲0.0
合 計 76,471 100.0 92,230 100.0 84,635 100.0
う ち 外 貨 建 資 産 ― ― ― ― ― ―

　　　 

（２） 資産の増減　　　　
                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位：百万円）

区　　　分 平成１５年度上半期 平成１６年度上半期 平成１５年度

現 預 金 ･ ｺ - ﾙ ﾛ - ﾝ ▲445 ▲1,153 410
買 現 先 勘 定 ― ― ―
債券貸借取引支払保証金 ― ― ―
買 入 金 銭 債 権 ― ― ―
商 品 有 価 証 券 ― ― ―
金 銭 の 信 託 498 491 ―
有 価 証 券 5,069 7,742 12,226
公 社 債 4,279 8,194 10,984
株 　 式 789 ▲452 1,242
外 国 証 券 ― ― ―
公 社 債 ― ― ―
株 式 等 ― ― ―

そ の 他 の 証 券 ― ― ―
貸 付 金 322 355 774
不 動 産 ▲0 ▲0 ▲0
繰 延 税 金 資 産 ― ― ―
そ の 他 ▲81 160 116
貸 倒 引 当 金 0 ▲0 ▲0
合 計 5,362 7,595 13,526

う ち 外 貨 建 資 産 ― ― ―
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（３） 資産運用収益
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区　　　分 平成１５年度上半期 平成１６年度上半期 平成１５年度
利 息 及 び 配 当 金 等 収 入 577 722 1,217
預 貯 金 利 息 0 0 0
有価証券利息・配当金 546 680 1,148
貸 付 金 利 息 31 41 68
不 動 産 賃 貸 料 ― ― ―
そ の 他 利 息 配 当 金 0 ― 0

商 品 有 価 証 券 運 用 益 ― ― ―
金 銭 の 信 託 運 用 益 ― ― ―
売買目的有価証券運用益 ― 14 9
有 価 証 券 売 却 益 135 ― 153
国 債 等 債 券 売 却 益 135 ― 153
株 式 等 売 却 益 ― ― ―
外 国 証 券 売 却 益 ― ― ―
そ の 他 ― ― ―

有 価 証 券 償 還 益 ― ― ―
金 融 派 生 商 品 収 益 ― ― ―
為 替 差 益 ― 0 ―
そ の 他 運 用 収 益 ― ― ―

合　　　　　計 713 737 1,380

（４） 資産運用費用
（単位：百万円）

区　　　分 平成１５年度上半期 平成１６年度上半期 平成１５年度
支 払 利 息 0 0 0
商 品 有 価 証 券 運 用 損 ― ― ―
金 銭 の 信 託 運 用 損 1 8 2
売買目的有価証券運用損 ― ― ―
有 価 証 券 売 却 損 21 ― 21
国 債 等 債 券 売 却 損 21 ― 21
株 式 等 売 却 損 ― ― ―
外 国 証 券 売 却 損 ― ― ―
そ の 他 ― ― ―

有 価 証 券 評 価 損 ― ― ―
国 債 等 債 券 評 価 損 ― ― ―
株 式 等 評 価 損 ― ― ―
外 国 証 券 評 価 損 ― ― ―
そ の 他 ― ― ―

有 価 証 券 償 還 損 ― ― ―
金 融 派 生 商 品 費 用 ― ― ―
為 替 差 損 ― ― ―
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ― 0 0
貸 付 金 償 却 ― ― ―
賃貸用不動産等減価償却費 ― ― ―
そ の 他 運 用 費 用 1 3 3

合　　　　　計 24 12 28
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（５） 売買目的有価証券の評価損益
（単位：百万円）

平成１５年度上半期末 平成１６年度上半期末 平成１５年度末

区　　分
貸借対照表計上額

当期の損益に含
まれた評価損益

貸借対照表計上額
当期の損益に含ま
れた評価損益

貸借対照表計上額
当期の損益に含ま
れ た 評価 損 益

売買目的有価証券 498 ▲1 491 ▲8 ― ―

（注）本表には、「金銭の信託」等の売買目的有価証券を含みます。

（６） 有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの）

（単位：百万円）
平成１５年度上半期末 平成１６年度上半期末

差　損　益 差　損　益区　　分
帳 簿 価 額 時 価

うち差益 うち差損
帳簿価額 時 価

うち差益 うち差損

満期保有目的の債券 27,341 27,609 268 1,061 793 38,837 38,531 ▲305 906 1,211

責任準備金対応債券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

子会社・関連会社株式 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他有価証 券 36,623 39,621 2,997 3,363 366 40,411 43,025 2,614 3,124 510

公 社 債 34,405 35,387 981 1,332 350 38,192 38,791 598 1,108 510

株 式 2,218 4,233 2,015 2,030 15 2,218 4,234 2,015 2,015 ―

外 国 証 券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

公 社 債 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

株 式 等 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他の証券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

買入金銭債権 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

譲 渡 性 預 金 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

そ の 他 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

　合　　　   計　 63,965 67,231 3,265 4,424 1,159 79,248 81,557 2,309 4,030 1,721

公 社 債 61,747 62,997 1,249 2,393 1,143 77,030 77,323 293 2,015 1,721

株 式 2,218 4,233 2,015 2,030 15 2,218 4,234 2,015 2,015 ―

外 国 証 券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

公 社 債 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

株 式 等 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

そ の 他 の 証 券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

買 入 金 銭 債 権 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

譲 渡 性 預 金 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

そ の 他 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
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     （単位：百万円）
平成１５年度末

差　損　益区　　分
帳 簿 価 額 時 価

うち差益 うち差損

満期保有目的の債券 32,640 32,679 38 992 954

責任準備金対応債券 － － － － －

子会社・関連会社株式 － － － － －

その他有価証 券 38,224 41,479 3,254 3,660 406

公 社 債 36,006 36,792 786 1,183 397

株 式 2,218 4,686 2,468 2,476 8

外 国 証 券 － － － － －

公 社 債 － － － － －

株 式 等 － － － － －

その他の証券 － － － － －

買入金銭債権 － － － － －

譲 渡 性 預 金 － － － － －

そ の 他 － － － － －

　合　　　   計　 70,865 74,158 3,292 4,653 1,360

公 社 債 68,647 69,471 824 2,176 1,352

株 式 2,218 4,686 2,468 2,476 8

外 国 証 券 － － － － －

公 社 債 － － － － －

株 式 等 － － － － －

そ の 他 の 証 券 － － － － －

買 入 金 銭 債 権 － － － － －

譲 渡 性 預 金 － － － － －

そ の 他 － － － － －

（注）本表には、ＣＤ（譲渡性預金）等、証券取引法上の有価証券に準じた取扱いを

     行うことが適当と認められるものを含んでいます。

 

・時価のない有価証券は保有していません。
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（７） 金銭の信託の時価情報

      （単位：百万円）

平成１５年度上半期末 平成１６年度上半期末

差損益 差損益区　　分 貸借対照表

計 上 額
時 価

うち差益 うち差損

貸借対照表

計 上 額
時 価

うち差益 うち差損

金 銭 の 信 託 498 498 ― ― ― 491 491 ― ― ―

平成１５年度末

   差損益区　　分 貸借対照表

計 上 額
時 価

うち差益 うち差損

金 銭 の 信 託 ― ― ― ― ―

・運用目的の金銭の信託

（単位：百万円）

平成１５年度上半期末 平成１６年度上半期末

区　　分
貸借対照表計上額

当期の損益に含まれた
評 価 損 益 貸借対照表計上額

当期の損益に含まれた
評 価 損 益

運用目的の金銭の信託 498 ▲1 491 ▲8

平成１５年度末

区　　分
貸借対照表計上額

当期の損益に含まれた
評 価 損 益

運用目的の金銭の信託 ― ―

・満期保有目的・責任準備金対応・その他の金銭の信託 　　　　　　　

  該当ありません。
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４４４４．．．．上上上上半半半半期期期期報報報報告告告告貸貸貸貸借借借借対対対対照照照照表表表表
（単位：百万円，％）

平成１５年度上半期末
（平成１５年９月３０日現在）

平成１６年度上半期末
（平成１６年９月３０日現在）

平成１５年度末要約貸借対照表
（平成１６年３月３１日現在）

期　別

科　目 金　　　　　額 構成比 金　　　　　額 構成比 金　　　　　額 構成比

（（（（　　　　　　　　資資資資産産産産のののの部部部部　　　　　　　　））））

現 金 及 び 預 貯 金       ３，９９５ 5.2       ３，６９７ 4.0     ４，８５０ 5.7
金 銭 の 信 託          ４９８ 0.7        ４９１ 0.5             ― ―

有 価 証 券   ６６，９６２ 87.6   ８１，８６２ 88.8      ７４，１２０  87.6

   （　　うち国 債　 ） （   ５４，６９２） （   ６９，５７２） （  ６１，３８５）

   （　  う ち 地 方 債     　  ） （     ５，８９０） （     ５，９０４） （    ５，８９９）

   （　　うち社 債　 ） （     ２，１４６） （     ２，１５１） （    ２，１４８）

   （　　うち株 式　 ） （     ４，２３３） （     ４，２３４） （    ４，６８６）

貸 付 金    ２，４６４ 3.2    ３，２７２ 3.5      ２，９１７   3.4
保 険 約 款 貸 付    ２，４６４ 3.2    ３，２７２ 3.5      ２，９１７   3.4

不 動 産 及 び 動 産         ２３ 0.0         ３５ 0.0           １７  0.0

（　う  ち  不  動  産　　） （           ３）  （           ２）    （          ２）

代 理 店 貸 ７ 0.0 ８ 0.0           ６  0.0
再 保 険 貸 ３０ 0.0 ２１４ 0.2           ２８   0.0
そ の 他 資 産 ２，４８９ 3.3 ２，６５０ 2.9      ２，６９５   3.2

貸 倒 引 当 金 ▲ ０ ▲ 0.0 ▲ １ ▲ 0.0          ▲ １ ▲ 0.0

資 産 の 部 合 計 ７６，４７１ 100.0 ９２，２３０ 100.0 ８４，６３５    100.0

（（（（　　　　　　　　負負負負債債債債のののの部部部部　　　　　　　　））））

保 険 契 約 準 備 金   ６３，３８９   82.9    ７９，６４５ 86.4  ７１，４６８ 84.4

 支 払 備 金                    ７８４ 1.0         ９３８ 1.0 １，０１０ 1.2

 責 任 準 備 金               ６２，３８７ 81.6    ７８，４９８ 85.1 ７０，１９４ 82.9

 契 約 者 配 当 準 備 金             ２１７ 0.3 ２０８ 0.2     ２６３ 0.3

代 理 店 借       １７５   0.2       １９７   0.2        １８０  0.2

再 保 険 借        ６３  0.1        ７５  0.1         ３２  0.0

そ の 他 負 債       ５３９  0.7       ４７１ 0.5        ５４２  0.6

価 格 変 動 準 備 金        ７３  0.1        ９３  0.1         ７４  0.1

繰 延 税 金 負 債      ８０８  1.1      ６２６  0.7     ８５３  1.0

負 債 の 部 合 計 ６５，０５１   85.1 ８１，１０９   87.9 ７３，１５１  86.4

（（（（　　　　　　　　資資資資本本本本のののの部部部部　　　　　　　　））））

資 本 金 １０，０００ 13.1 １０，０００ 10.8 １０，０００ 11.8

利 益 剰 余 金        ▲ ４９３ ▲ 0.6   ▲ ５４８ ▲ 0.6   ▲ ５９４ ▲ 0.7

中 間 未 処 理 損 失  ＊１     ４９３   ５４８  ＊２       ５９４

 中 間 純 利 益  ３１３      ４５  ＊２       ２１２

株 式 等 評 価 差 額 金  １，９１３ 2.5  １，６６９ 1.8 ２，０７７ 2.5

資 本 の 部 合 計 １１，４２０ 14.9 １１，１２０ 12.1 １１，４８３ 13.6

負 債 及 び 資 本 の 部 合 計 ７６，４７１ 100.0 ９２，２３０ 100.0 ８４，６３５ 100.0

（注） ＊１ 平成１５年度上半期末において、前期繰越損失・半期収支残高と表示していたものを、中間未処理損失として表示しています。

      ＊２ 平成１５年度末要約貸借対照表の中間未処理損失・中間純利益は、それぞれ当期未処理損失、当期純利益を示しています。
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５５５５．．．．上上上上半半半半期期期期報報報報告告告告損損損損益益益益計計計計算算算算書書書書

   （単位：百万円，％）

平成１５年度上半期

平成１５年４月１日から

平成１５年９月３０日まで

平成１６年度上半期

平成１６年４月１日から

平成１６年９月３０日まで

平成１５年度要約損益計算書

平成１５年４月１日から

平成１６年３月３１日まで

期　別

科　目
金　　　　　額 百分比 金　　　　　額 百分比 金　　　　　額 百分比

経 常 収 益      １５，０６２ 100.0      １６，２２１ 100.0 ３０，３９９ 100.0

保 険 料 等 収 入      １４，０２１ 93.1      １５，３１９ 94.4 ２８，５４２ 93.9

( う ち 保 険 料 ）  （ １３，９１３）  （ １４，８７１） （ ２８，３５２）

資 産 運 用 収 益           ７１３     4.7           ７３７  4.5 １，３８０  4.5

（うち利息及び配当金等収入） （ ５７７） （ ７２２） （ １，２１７）

（うち売買目的有価証券運用益） （ －） （ １４） （ ９）

（ う ち 有 価 証 券 売 却 益 ） （ １３５） （ －） （ １５３）

そ の 他 経 常 収 益           ３２７   2.2           １６５   1.0 ４７６  1.6

経 常 費 用      １４，４０３ 95.6      １５，９８０ 98.5 ２９，７７７ 98.0

保 険 金 等 支 払 金        ４，４０８  29.3        ４，７７８  29.5 ８，９７４  29.5

（ う ち 保 険 金 ） （ １，２２２） （ １，４６２） （ ２，３５６）

（ う ち 年 金 ） （ ２０） （ １０６） （ ４３）

（ う ち 給 付 金 ） （ ５７５） （ ４５４） （ １，２２７）

（ う ち 解 約 返 戻 金  ） （ ２，４２６） （ ２，５８８） （ ５，０２８）

（ う ち そ の 他 返 戻 金  ） （ １５） （ １８） （ ２６）

責 任 準 備 金 等 繰 入 額       ７，０９５  47.1       ８，３０４  51.2 １４，９９４  49.3

 支 払 備 金 繰 入 額            －            －            ９２ 0.3

 責 任 準 備 金 繰 入 額       ７，０９５ 47.1       ８，３０４ 51.2      １４，９０２ 49.0

  契約者配当金積立利息繰入額              ０ 0.0 ０ 0.0 ０ 0.0

資 産 運 用 費 用            ２４  0.2            １２  0.1 ２８  0.1

（ う ち 支 払 利 息 ） （０） （０） （０）

（うち金銭の信託運用損） （ １） （ ８） （ ２）

（ う ち 有 価 証 券 売 却 損 ） （ ２１） （ －） （ ２１）

事 業 費       ２，５６４ 17.0       ２，６６７ 16.4 ５，１４１ 16.9

そ の 他 経 常 費 用          ３０９ 2.1          ２１６ 1.3 ６３９ 2.1

経 常 利 益 ＊１     ６５９ 4.4          ２４１ 1.5     ６２１  2.0

特 別 利 益            ０ 0.0            － － － －

特 別 損 失            １５  0.1            １９  0.1 １８  0.1

契 約 者 配 当 準 備 金 繰 入 額 １００ 0.7           １０６ 0.7 １９９ 0.7

税 引 前 中 間 純 利 益   ＊１     ５４３ 3.6          １１６ 0.7  ＊２     ４０３ 1.3

法 人 税 及 び 住 民 税          １９１ 1.3          ６５ 0.4 ２０１    0.7

法 人 税 等 調 整 額            ３８ 0.3            ５ 0.0 ▲ ９ ▲ 0.0

中 間 純 利 益   ＊１     ３１３  2.1          ４５  0.3    ＊３     ２１２ 0.7

前 期 繰 越 損 失 ８０６ ５９４            ８０６

中 間 未 処 理 損 失   ＊１     ４９３ ５４８    ＊４     ５９４

（注） ＊１  平成１５年度上半期において経常収支残高、税引前半期収支残高、半期収支残高と表示していたものを、経常利益、税引前中間純利益、中間純利
           益としてそれぞれ表示しています。また、平成１５年度上半期において半期収支残高と表示していた額に、前期繰越損失を加算した額を中間未処
           理損失として記載しています。
      ＊２　平成15年度決算の税引前当期純利益

＊３　平成15年度決算の当期純利益
＊４　平成15年度決算の当期未処理損失
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　　　　　　上上上上半半半半期期期期報報報報告告告告貸貸貸貸借借借借対対対対照照照照表表表表及及及及びびびび上上上上半半半半期期期期報報報報告告告告損損損損益益益益計計計計算算算算書書書書作作作作成成成成のののの基基基基本本本本ととととななななるるるる事事事事項項項項
平成１６年度上半期

１．有価証券の評価基準及び評価方法

有価証券（現金及び預貯金・買入金銭債権勘定のうち有価証券に準じるもの及び金銭の信託において信託財産として運用している有価証券

を含む）の評価は、売買目的有価証券については時価法（売却原価の算定は移動平均法）、満期保有目的の債券については移動平均法による

償却原価法（定額法）、その他有価証券のうち時価のあるものについては、9月末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価の算定は移動平

均法）、時価のないものについては、取得差額が金利調整差額と認められる公社債については移動平均法による償却原価法（定額法）、それ

以外の有価証券については移動平均法による原価法によっております。

なお、その他有価証券の評価差額については、全部資本直入法により処理しております。

２．不動産及び動産の減価償却の方法

不動産・動産の減価償却は、定率法により年間見積額を期間により按分し計上しております。

３．自社利用のソフトウエアの減価償却の方法

その他資産に計上している自社利用のソフトウェアについては、利用可能期間に基づく定額法により行っております。

４．引当金の計上基準

(1)貸倒引当金

貸倒引当金は、資産の自己査定基準および償却・引当基準を準用して個別に見積った回収不能見込額を計上しております。破産、民事再生

等、法的・形式的な経営破綻に陥っている債務者（以下「破綻先」という）に対する債権および実質的に経営破綻に陥っている債務者（以下

「実質破綻先」という）に対する債権については、債権額から担保の回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。

(2)価格変動準備金

価格変動準備金は、保険業法第115条の規定に基づき算出した額を計上しております。

5．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建資産・負債は、決算日の為替相場により円換算しております。

6．ヘッジ会計の方法

ヘッジ会計の方法は、「金融商品に係る会計基準の設定に関する意見書」（企業会計審議会  平成11年1月22日）に従い、外貨建預金につ

いては為替の振当処理を行っております。

7．消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、事業費等の費用は税込方式によっております。

なお、資産に係る控除対象外消費税等のうち、税法に定める繰延消費税等については、その他資産に計上の上5年間で均等償却しておりま

すが当上半期の償却額は、年間見積額を期間により按分し計上しております。

また、繰延消費税等以外のものについては、費用処理しております。

8．責任準備金の積立方法

責任準備金は、保険業法第116条の規定に基づく準備金であり、保険料積立金については保険業法施行規則第69条第4項第4号の規定に基

づいて、5年チルメル式または平準純保険料式により計算しております。なお、当上半期は5年チルメル式を上回る積立を651百万円行ってお

り、これにより5年チルメル式を上回る金額は4,657百万円となっております。
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注注注注記記記記事事事事項項項項
（貸借対照表関係）

平成１６年度上半期末

1. 貸付金のうち、破綻先債権、延滞債権、３ヵ月以上延滞債権および貸付条件緩和債権の該当はありません。

2. 不動産及び動産の減価償却累計額は97百万円であります。

3. 上半期報告貸借対照表に計上した動産の他、リース契約により使用している重要な動産として電子計算機およびその周辺機器等があります。

4. 契約者配当準備金の異動状況は次のとおりであります。

       イ．前年度末現在高             263百万円                      

       ロ．当中間期契約者配当金支払額   161百万円                      

       ハ．利息による増加等             0百万円                      

       ニ．契約者配当準備金繰入額      106百万円                      

       ホ．当中間期末現在高           208百万円                      

5. （１）金融システム改革のための関係法律の整備等に関する法律附則第140条第5項の規定に基づき生命保険契約者保護機構が承継した旧保険契

約者保護基金に対する当中間期末における当社の今後の負担見積額は36百万円であります。なお、当該負担金は拠出した年度の事業費として処

理しております。

（２）保険業法第259条の規定に基づく生命保険契約者保護機構に対する当中間期末における当社の今後の負担見積額は213百万円であります。

なお、当該負担金は拠出した年度の事業費として処理しております。

6. 担保に供されている資産の額は174百万円であります。なお、担保付き債務の額はありません。

7. 資本の欠損の額は、548百万円であります。

8. 保険業法施行規則第73条第3項において準用する同令第71条第1項に規定する再保険を付した部分に相当する支払備金の金額は24百万円、

同令第71条第1項に規定する再保険を付した部分に相当する責任準備金の金額は149百万円であります。

注注注注記記記記事事事事項項項項
（損益計算書関係）

平成１６年度上半期

１． 利息及び配当金等収入の内訳は次のとおりであります。

   預貯金利息              0百万円                  

   有価証券利息･配当金   680百万円            

   貸付金利息             4 1百万円                  

      計               7 2 2百万円                

２． １株あたり中間純利益の金額は229円34銭であります。
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６６６６．．．．経経経経常常常常利利利利益益益益等の等の等の等の明明明明細細細細（基礎（基礎（基礎（基礎利利利利益益益益））））

　（単位：百万円）

平成１５年度上半期 平成１６年度上半期 平成１５年度

基礎利益　　　　　　　　　　Ａ ＊1        534 ＊2        295 ＊3        495

キャピタル収益 135 14 162

金銭の信託運用益 ― ― ―

売買目的有価証券運用益 ― 14 9

有価証券売却益 135 ― 153

金融派生商品収益 ― ― ―

為替差益 ― 0 ―

その他キャピタル収益 ― ― ―

キャピタル費用 23 8 23

金銭の信託運用損 1 8 2

売買目的有価証券運用損 ― ― ―

有価証券売却損 21 ― 21

有価証券評価損 ― ― ―

金融派生商品費用 ― ― ―

為替差損 ― ― ―

その他キャピタル費用 ― ― ―

キャピタル損益　　　　　　　　　Ｂ 112 5 139

キャピタル損益含み基礎利益　Ａ＋Ｂ 646 301 634

臨時収益 12 ― ―

再保険収入 ― ― ―

危険準備金戻入額 12 ― ―

その他臨時収益 ― ― ―

臨時費用 ― 59 12

再保険料 ― ― ―

危険準備金繰入額 ― 58 11

個別貸倒引当金繰入額 ― 0 0

特定海外債権引当勘定繰入額 ― ― ―

貸付金償却 ― ― ―

その他臨時費用 ― ― ―

臨時損益　　　　　　　　　　　　Ｃ 12 ▲59 ▲12

経常利益　　　　　　　　Ａ＋Ｂ＋Ｃ ＊4        659 241          621

   （注） ＊１  平成１５年度上半期の責任準備金積増額は４２７百万円であり、その全額を基礎利益の計算における基礎費用としています。

         ＊２  平成１６年度上半期の責任準備金積増額は６５１百万円であり、その全額を基礎利益の計算における基礎費用としています。

＊ ３  平成１５年度の責任準備金積増額は１,３３１百万円であり、その全額を基礎利益の計算における基礎費用としています。

＊ ４  平成１５年度上半期において、経常収支残高と表示していたものを、経常利益と表示しています。
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７７７７．．．．債債債債務務務務者者者者区区区区分分分分にににによよよよるるるる債債債債権権権権のののの状状状状況況況況

（単位：百万円，％）

区　　　　分 平成１５年度上半期末 平成１６年度上半期末 平成１５年度末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 ― ― ―

危険債権 ― ― ―

要管理債権 ― ― ―

小計
（対合計比）

―
（　　　　　―　）

―
（　　　　　―　）

―
（　　　　　―　）

  正常債権 2,486 3,302 2,942

合計 2,486 3,302 2,942

（注）１． 破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債
     務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

     ２． 危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債
          権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。

３． 要管理債権とは、3ヵ月以上延滞貸付金及び条件緩和貸付金です。なお、3ヵ月以上延滞貸付金とは、元本又は
    利息の支払が、約定支払日の翌日から3ヵ月以上遅延している貸付金（注１及び２に掲げる債権を除く。）、  
    条件緩和貸付金とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本
    の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金（注１及び２に掲げる債権並びに3カ
    月以上延滞貸付金を除く。）です。

     ４． 正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、注１から３までに掲げる債権以外
          のものに区分される債権です。　

８８８８．．．．リリリリススススクククク管管管管理理理理債債債債権権権権のののの状状状状況況況況

　　該当ありません。
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９９９９．．．．ソソソソルベルベルベルベンンンンシシシシーーーー・・・・ママママージージージージンンンン比比比比率率率率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

項　　　目
平成１５年度
上半期末

平成１６年度
上半期末

平成１５年度末

ソルベンシー・マージン総額　（Ａ） 19,339 20,796 20,603

資本の部合計 9,403 9,335 9,405

価格変動準備金 73 93 74

危険準備金 1,157 1,241 1,182

一般貸倒引当金 － － －
その他有価証券の評価差額×９０％
（マイナスの場合１００％） 2,697 2,352 2,928

土地の含み損益×８５％
（マイナスの場合１００％） － － －

負債性資本調達手段等 － － －

控除項目 － － －

その他 6,007 7,773 7,011

リスクの合計額　 R1
2＋(R2＋R3)2 ＋Ｒ4（Ｂ） 1,309 1,398 1,357

保険リスク相当額　　　　　Ｒ1 1,055 1,132 1,075

予定利率リスク相当額　　　Ｒ2 76 77 78

資産運用リスク相当額　　　Ｒ3 607 643 657

経営管理リスク相当額　　　Ｒ4 52 55 54

ソルベンシー・マージン比率
　　　　　　　 （Ａ）
　　　　 （１／２）×（Ｂ）

　

 2,953.0％ 2,974.4% 3,036.2%

（注）１．上記は、保険業法施行規則第８６条、第８７条、第１６１条、第１６２条及び第１９０条、
　　　　　平成８年大蔵省告示第５０号の規定に基づいて算出しています。
       ２．「資本の部合計」は、貸借対照表の「資本の部合計」から、株式等評価差額金を控除した額
           を記載しています。なお、上半期末においては前事業年度の翌期配当所要額の２分の１も
           控除しています。

（（（（参参参参    考考考考））））実実実実質質質質資資資資産産産産負負負負債債債債差差差差額額額額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

項　　　目
平成１５年度
上半期末

平成１６年度
上半期末

平成１５年度末

資産の部に計上されるべき金額の合計額        （１） 76,739 91,925 84,673

負債の部に計上されるべき金額の合計額を基礎として
計算した金額                                  （２） 56,732 71,061 63,711

実質資産負債差額Ａ          （１）－（２）＝（３） 20,007 20,864 20,962

満期保有目的の債券・責任準備金対応債券の含み損益 （４） 268 ▲305 38

実質資産負債差額 B          （３）－（４） 19,739 21,169 20,923

×１００
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（注）金融庁事務ガイドラインの改正（平成 15 年 12 月 24 日付）により実質資産負債差額を踏まえた
　　　早期是正措置の適用方針が明文化されたことに伴い、同措置の適用がある場合に使用される実
　　　質資産負債差額を「実質資産負債差額Ｂ」として新たに開示しています。
　　　なお、「実質資産負債差額Ｂ」は、「実質資産負債差額Ａ」から満期保有目的の債券および責任
　　　準備金対応債券の時価評価額と帳簿価額の差額を控除したものであり、実質資産負債差額の算
　　　出方法を定めた「保険業法第１３２条第２項に規定する区分等を定める命令」第３条および
　　　「平成 11 年金融監督庁・大蔵省告示第２号」の規定に加えて金融庁事務ガイドライン第二分冊
　　　１－３－６に基づき算出しています。
　　　なお、満期保有目的の債券および責任準備金対応債券の残高は５～６ページに記載しています。

１１１１００００．．．．特特特特別別別別勘勘勘勘定定定定のののの状状状状況況況況

　　該当ありません。
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